
宝塚ハーフマラソン大会で
約4千人が市内を走る 仕事始めの式典12
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Photo News

　市職員をはじめ178人が参加し、市長は行財
政改革の取り組みなど今年1年の抱負を述べま
した。

　宝塚市大使の間寛平さんと武知海青さんをゲ
ストに迎え、第20回宝塚ハーフマラソン大会を開
催しました。

阪神・淡路大震災 
宝塚市犠牲者慰霊式を開催

　阪神・淡路大震災から30年の節目に、犠牲者
への追悼と震災の経験・教訓を忘れないようソリ
オホールで慰霊式を行いました。

山﨑晴恵市長からの
メッセージ

市長出演番組「まちづくりゆめづくり～市長と語りましょう～」
2月2日㈰8時半～9時／(再)2月9日㈰8時半～9時
テーマ：阪神競馬場リニューアル！子ども無料招待イベント

  

　寒さの中にも暖かな日差しを感じる日がありま
すね。皆さま、いかがお過ごしですか？今年はイン
フルエンザが大流行です。しっかりと感染予防をし
ましょう。
　さて、今回の特集は包括連携協定先同士を結ぶ
「宝塚大会議」です。包括連携協定は、私が市長に
就任して1番に積極的に進めた施策です。防災、福
祉、環境など、まちづくり全般で、解決すべき課題が
あります。市役所の職員だけでその課題に立ち向か
うより、多くの仲間と力を合わせた方が、より良い解
決になります。職員も、連携企業も大学も団体も、そ
して市民の皆さまも、ともに知恵を出し合い、手を取
り合って課題をみんなで力を合わせて解決していこ
うという思いから、その仲間を増やしていく活動が包
括連携協定なのです。
　連携企業はそれぞれの分野について、市役所職
員が習得するのに時間がかかるようなノウハウや最
新技術を持っています。大学も最新の情報や研究
結果を持ち、若い学生さんたちが実際に宝塚市内を

フィールドワークして得た経験も
あります。連携することにより、課題
解決の道筋の選択肢も広がります。
　「宝塚大会議」は、宝塚市民のために力を貸してく
れる包括連携先の皆さんをつないで、一つだけでな
く、二つ三つ、それ以上の力を結集する活動です。一
昨年から始まった「宝塚大会議」の成果として、今年
度の市制施行70周年には、市民の健康維持の取り
組み、子どもたちが嬉しい体験型イベント、環境を考
える活動など、記念事業としてさまざまな課題解決
へ向かう連携を行いました。
　一人では乗り越えられない壁も、みんなの力を合
わせれば、必ず乗り越えられる。合わせる力は多い
方がいい。だから、仲間は多い方がいい。宝塚市が
将来に向かって持続可能なまちとして、そこで暮らす
市民の皆さまが宝塚市で暮らして幸せだと感じるよ
う、これからも多くの仲間とともに、市政を前へ前へ
と進めてまいります。

　宝塚市大使の南里沙さんによる演奏などととも
に、災害で亡くなられた方々を追悼するため「生」
の石積みとモニュメントがライトアップされました。

宝塚「生」の祈り2025
せい

ゲスト：（一社）阪神馬主協会 常務理事 総務委員長 馬場祥晃さん
　　　  日本中央競馬会 阪神競馬場 場長 友田義孝さん

うまぬし よしあき
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